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表９ 研修後 1ヵ月（T2）・研修後 3ヶ月(T3)時点の 
利用者評価指標 3群比較 













Ⅰ ． 要 約  
【 背 景 】  
高 齢 社 会 に 突 入 し た 日 本 に お い て 、 高 齢 者 が
介 護 の 必 要 な 状 態 に な る こ と を 予 防 す る た め に
介 護 予 防 事 業 が 開 始 さ れ た 。 介 護 予 防 を 促 進 す
る た め に は そ の 対 象 と な る 高 齢 者 が 積 極 的 に 介
護 予 防 プ ロ グ ラ ム に 参 加 す る こ と が 必 要 で あ る 。
し か し 、 対 象 者 の 意 欲 を 高 め る た め の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 方 法 は 確 立 さ れ て い な い 。  
【 目 的 】  
介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト に 携 わ る 保 健 師 等
を 対 象 に コ ー チ ン グ 理 論 に 基 づ い た コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 研 修 を 行 い 、 そ の 研 修 の 効 果 を 検 証
す る こ と を 目 的 と し た 。  
【 方 法 】  
対 象 者 は 、 横 浜 市 の 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に
所 属 す る 保 健 師 等 1 1 2 名 と 、 保 健 師 等 が 介 護 予
防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の た め に 面 談 す る 利 用 者
2 6 6 名 と し た 。 保 健 師 等 を 、 集 合 研 修 と フ ォ ロ




集 合 研 修 の み 受 講 す る 「 研 修 介 入 群 」、「 対 照 群 」
の 3 群 に 分 け 、 保 健 師 等 が 担 当 す る 利 用 者 も 同
様 に 分 け た 。  
研 修 の 効 果 指 標 は 、 主 要 評 価 と し て 保 健 師 等
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 自 己 評 価 、 副 次 的
評 価 と し て 利 用 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 満 足 度
と 行 動 の 自 発 性 、 自 己 効 力 感 、 健 康 関 連 Q O L と
し た 。 保 健 師 等 は 、 研 修 前 （ T 1 ）、 研 修 後 1 ヶ 月
（ T 2 ）、 研 修 後 3 ヶ 月 （ T 3 ） の 3 時 点 に お い て 調
査 票 に 回 答 し た 。 T 3 時 点 で は 、 研 修 前 の 自 分 を
振 り 返 る 評 価 （ R E ） も 行 っ た 。 利 用 者 は T 2 、 T 3
時 点 で 回 答 し た 。 3 群 の 各 時 点 の 得 点 お よ び 変
化 量 を 、 反 復 測 定 分 散 分 析 お よ び 一 元 配 置 分 散
分 析 を 用 い て 比 較 し た 。  
【 結 果 】  
保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 自 己 評
価 が 重 点 介 入 群 と 対 照 群 に お い て 経 時 的 に 有 意
に 上 昇 し た（ 重 点 介 入 群 ： F  =  1 1 . 2 8 、p  <  0 . 0 0 1 、
対 照 群 ： F  =  4 . 0 3 、 p  <  0 . 0 5 ）。 各 調 査 時 点 間 の




ら れ ( p  <  0 . 0 1 ) 、 重 点 介 入 群 が 他 群 よ り も 大 き
な 値 を 示 し た 。 利 用 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 満
足 度 、総 合 満 足 度 、行 動 の 自 発 性 、自 己 効 力 感 、
健 康 関 連 Q O L は 、 各 時 点 と も 3 群 間 で 有 意 な 差
は み ら れ な か っ た 。  
【 結 論 】  
コ ー チ ン グ 理 論 に 基 づ い た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
研 修 は 、 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル
実 行 に 対 す る 認 識 （ 遂 行 可 能 感 ） を 高 め た 。 保
健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 遂 行 可 能 感 の 向 上
が 利 用 者 に お よ ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る た め に
は 評 価 指 標 を 工 夫 す る と と も に 長 期 的 な 観 察 研
究 を 行 う 必 要 が あ る 。 介 護 予 防 に 携 わ る 保 健 師
等 に コ ー チ ン グ 理 論 に 基 づ い た コ ミ ュ ニ ケ ー シ









Ⅱ . 研 究 背 景  
 世 界 で 最 も 速 い ペ ー ス で 高 齢 社 会 を 迎 え た 日
本 は 、 高 齢 社 会 の 最 大 の 不 安 要 素 で あ る 介 護 問
題 に 対 し 、 そ の 負 担 を 社 会 全 体 で 支 え る こ と を
目 的 に 2 0 0 0 年 よ り 介 護 保 険 制 度 を 導 入 し た １ ) 。
更 に 2 0 0 5 年 か ら は 介 護 が 必 要 な 状 態 に な る こ
と を 予 防 す る た め の 介 護 予 防 事 業 が 開 始 さ れ た
２ ) 。 介 護 予 防 事 業 は 、 地 域 在 住 の 高 齢 者 の う ち
健 診 に お い て 介 護 が 必 要 な 状 態 に 陥 る リ ス ク が
高 い と 判 定 さ れ た 者 （ 特 定 高 齢 者 ） や 、 介 護 が
必 要 な 状 態 に あ る 者 の う ち 介 護 度 の 認 定 に お い
て 比 較 的 軽 度 な 者 （ 要 支 援 者 ） を サ ー ビ ス 提 供
の 対 象 と す る 。 対 象 者 が 日 常 生 活 活 動
（ A c t i v i t i e s  o f  D a i l y  L i v i n g :  A D L ） に 介 護 を
要 す る 状 態 に 陥 る こ と を 防 ぎ 、 た と え 介 護 が 必
要 と な っ た と し て も そ の 能 力 障 害 の 悪 化 を で き
る 限 り 防 ぐ こ と を 目 的 と し て サ ー ビ ス が 提 供 さ
れ る 。 サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム の 内 容 は 、 運 動 器 機
能 向 上 、 口 腔 機 能 向 上 、 栄 養 改 善 、 閉 じ こ も り




援 な ど が あ り 、 対 象 者 の 状 況 に 応 じ て 選 択 さ れ
る ( 図 1 ) 。  
 介 護 予 防 事 業 は 、 地 方 自 治 体 、 地 域 包 括 支 援
セ ン タ ー 、 サ ー ビ ス 提 供 事 業 所 の ３ つ の 機 関 が
協 働 し て 実 施 す る 。 地 方 自 治 体 は 、 地 域 在 住 の
高 齢 者 に 対 し 健 診 を 行 い 介 護 状 態 に 陥 る 可 能 性
が 高 い 高 齢 者 を ス ク リ ー ニ ン グ し サ ー ビ ス 利 用
者 と し て 認 定 す る 。 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー は 、
サ ー ビ ス 利 用 者 を ア セ ス メ ン ト し 、 利 用 者 に 適
し た 介 護 予 防 サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム を 選 択 し 、 実
施 計 画 ( ケ ア プ ラ ン ) を 立 て る 。 サ ー ビ ス 提 供 事
業 所 は 、 作 成 さ れ た ケ ア プ ラ ン 上 の サ ー ビ ス を
実 際 に 提 供 す る 。 利 用 者 の ア セ ス メ ン ト か ら ケ
ア プ ラ ン 作 成 、 見 直 し な ど の 一 連 の 過 程 は 、 介
護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト と 呼 ば れ 、 地 域 包 括 支
援 セ ン タ ー 所 属 の 保 健 師 ま た は 保 健 師 に 準 ず る
も の （ 以 下 、 保 健 師 等 と す る ） が 担 当 す る 。  
 介 護 予 防 事 業 の 導 入 に あ た っ て 特 定 高 齢 者 は
高 齢 者 人 口 の 約 5 % と 予 測 さ れ て い た が 、 初 年 度




の 0 . 1 4 % に と ど ま っ た ３ ) ， ４ ) 。 特 定 高 齢 者 が 少
な か っ た 理 由 と し て 、 新 し い 制 度 で あ る 介 護 予
防 サ ー ビ ス が 広 く 認 知 さ れ て な か っ た こ と に 加
え ５ ) 、 介 護 予 防 の 対 象 者 と な る 人 々 に 特 有 の 背
景 が あ る と 考 え ら れ る 。 対 象 者 は 要 介 護 状 態 に
陥 る リ ス ク が 高 い 、 つ ま り 、 運 動 機 能 と 精 神 機
能 の 低 下 が 始 ま っ た 人 々 で あ る 。 運 動 機 能 が 低
下 し た 者 は 抑 う つ を 伴 う こ と が 多 く ６ ) 、 歩 行 訓
練 や 筋 力 訓 練 な ど の 運 動 の 必 要 性 は 理 解 し て い
て も 、 誤 解 や あ き ら め か ら サ ー ビ ス を 受 け な い
可 能 性 が あ る 。 先 行 研 究 に お い て も 、 高 齢 者 の
能 力 障 害 の 改 善 に は 、 筋 力 向 上 訓 練 を 単 独 で 行
う だ け で は 不 十 分 で あ り 、 自 己 効 力 感 や 動 機 付
け な ど 参 加 を 促 進 す る 配 慮 が 必 要 で あ る こ と が
報 告 さ れ て い る ７ ) 。  
介 護 予 防 シ ス テ ム を よ り よ く 機 能 さ せ る た め
に は 、 利 用 者 本 人 が 積 極 的 に プ ロ グ ラ ム に 取 り
組 む こ と を 支 援 す る 対 策 が 必 要 で あ る 。 介 護 予
防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト に お い て は 、 対 象 者 の 生 活




る こ と が 重 要 と な り ８ ) 、 保 健 師 等 に は 利 用 者 本
人 の 目 標 や 意 欲 を 引 き だ す コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
能 力 が 求 め ら れ る 。  
対 象 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 円 滑 に す る
た め 、 医 師 や 看 護 師 を は じ め と す る 医 療 福 祉 や
健 康 増 進 に か か わ る ス タ ッ フ に コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン に 関 す る 教 育 介 入 を 行 っ た 研 究 は 多 く 行 わ
れ て い る 。 多 く は 医 師 や 看 護 師 に 対 す る 教 育 介
入 で あ り 、 カ ウ ン セ リ ン グ 技 術 、 解 決 志 向 ブ リ
ー フ セ ラ ピ ー 、 G R I P ア プ ロ ー チ な ど 、 多 様 な 内
容 の 研 修 が 行 わ れ て い る （ 表 1 ） 9 ) - 1 8 ) 。  
し か し 、 介 護 予 防 シ ス テ ム に お い て は 高 齢 者
の 意 欲 を 引 き 出 す 具 体 的 な 方 法 は 提 示 さ れ て お
ら ず 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成 方 法 も 確
立 し て い な い 。 そ こ で 我 々 は 、 保 健 師 等 を 対 象
に 、 ク ラ イ ア ン ト の 目 標 達 成 を サ ポ ー ト す る こ
と を 目 的 と す る コ ー チ ン グ 技 術 を 応 用 し た ト レ
ー ニ ン グ を 行 う こ と に し た 。  
コ ー チ ン グ は 近 年 医 療 分 野 で 導 入 さ れ 効 果 を




１ ９ ）、 が ん 患 者 の 疼 痛 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ）、 小 児
科 看 護 師 の 疼 痛 に 関 す る 評 価 と 管 理 ２ １ ）、 う つ
病 患 者 の 服 薬 管 理 ２ ２ ）、 小 児 科 医 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン ２ ３ ）、 難 病 患 者 へ の 支 援 ２ ４ ） , ２ ５ ） な
ど の 分 野 で コ ー チ ン グ が 有 効 で あ っ た と の 報 告
が あ る 。 ま た 、 高 齢 者 を 対 象 と し た も の で は 健
康 行 動 へ の 介 入 で の 有 効 性 が 報 告 さ れ て い る  
２ ６ ）（ 表 2 ） １ ９ ） － ３ ５ ）。  
こ の よ う に 、 コ ー チ ン グ 技 術 は 対 象 者 の 行 動
変 容 を 目 的 と す る 支 援 と し て の 有 用 性 が 示 さ れ
て い る 。 相 手 の 自 発 的 な 行 動 を 促 進 し 、 そ の 人
独 自 の 目 標 達 成 を 支 援 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
技 術 で あ る コ ー チ ン グ は 、 介 護 予 防 サ ー ビ ス 利
用 者 の 自 発 的 参 加 を 促 進 す る た め に 役 立 つ で あ
ろ う 。 さ ら に 、 研 修 を 受 け た 保 健 師 等 が コ ー チ
ン グ を 活 用 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う こ と
に よ り 、 認 定 特 定 高 齢 者 の 介 護 予 防 プ ロ グ ラ ム
参 加 割 合 の 向 上 、 要 介 護 認 定 者 と な る 年 齢 の 遅
延 、 要 介 護 認 定 者 割 合 の 減 少 な ど の 効 果 が 期 待




変 容 に よ り 介 護 予 防 を 効 果 的 す す め る こ と が で
き る と す れ ば 、 費 用 対 効 果 の 観 点 か ら も 効 率 的
で あ る と 考 え る 。  
 
Ⅲ ． 研 究 目 的  
本 研 究 の 目 的 は 、 介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト
に 携 わ る 保 健 師 等 を 対 象 に コ ー チ ン グ 理 論 に 基
づ い た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 修 を 実 施 し 、 研 修
効 果 を 検 証 す る こ と で あ る 。 我 々 は 以 下 の 2 仮
説 を 検 証 し た 。 1 、 研 修 は 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン ス キ ル を 向 上 さ せ る 。 2 、 研 修 は 副 次 的
に 利 用 者 の 満 足 度 や 自 発 的 な 行 動 を 高 め る 。  
 
Ⅳ ． 研 究 方 法  
 １ ． 研 究 対 象 者  
対 象 者 は 、 横 浜 市 （ 関 東 地 方 、 人 口 約 3 0 0 万
人 ） の 1 1 2 の 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に 所 属 す る
全 て の 保 健 師 等 1 1 2 名 と 、 そ の 保 健 師 等 が 研 修
後 １ ヶ 月 以 内 に ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の た め の 面 談




意 し た 者 と し た 。  
本 研 究 計 画 は 、 東 北 大 学 医 学 部 ・ 医 学 系 研 究
科 倫 理 委 員 会 に て 承 認 さ れ 、 実 施 さ れ た 。  
 
 ２ ． 介 入  
研 修 は 1 日 7 時 間 の 集 合 研 修 と 、 そ の フ ォ ロ
ー ア ッ プ の グ ル ー プ コ ー チ ン グ 研 修 の ２ 部 で 構
成 さ れ た 。 研 修 プ ロ グ ラ ム は 、 研 究 者 と 国 際 コ
ー チ 連 盟 マ ス タ ー 認 定 コ ー チ が 、 介 護 予 防 に 携
わ る 自 治 体 担 当 者 と 保 健 師 等 に イ ン タ ビ ュ ー し
た 内 容 に 基 づ き 、 介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の
現 場 に 則 し た 内 容 に な る よ う に 作 成 さ れ た 。 研
修 で は 、「 ペ ー シ ン グ 」、「 承 認 」、「 質 問 」、「 提 案 」
の 4 つ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル を と り あ げ 、
講 義 と 演 習 を 行 っ た 。 研 修 講 師 は マ ス タ ー 認 定
コ ー チ が 担 当 し た 。  
フ ォ ロ ー ア ッ プ の グ ル ー プ コ ー チ ン グ は 集 合
研 修 後 3 ヶ 月 間 に 計 8 回 、 1 回 に つ き 3 0 分 間 、
電 話 会 議 シ ス テ ム を 利 用 し て 実 施 し た 。 保 健 師




を 現 場 で 実 施 し て み て の 問 題 点 や 成 果 に つ い て
確 認 し 、 ロ ー ル プ レ イ を 行 っ た 。 グ ル ー プ コ ー
チ ン グ の 全 て の セ ッ シ ョ ン は マ ス タ ー 認 定 コ ー
チ が フ ァ シ リ テ ー タ ー と し て 運 営 し た 。  
研 修 は 横 浜 市 主 催 の 教 育 研 修 と し て 、 全 地 域
包 括 支 援 セ ン タ ー の 保 健 師 等 を 2 0 0 6 年 9 月 と
1 2 月 の ニ 期 に 分 け 実 施 さ れ た 。  
 
 ３ ． 研 究 デ ザ イ ン  
保 健 師 等 は 、 研 修 受 講 可 能 日 の 選 択 と フ ォ ロ
ー ア ッ プ 受 講 希 望 の 有 無 に よ っ て 3 群 に 割 り 付
け ら れ た 。 保 健 師 は 二 期 に 分 け て 開 催 さ れ る 研
修 日 程 の う ち 参 加 可 能 な 日 を 選 択 し 、 後 期 日 程
（ 2 0 0 9 年 1 2 月 ）を 選 択 し た 者 は 対 照 群 と し た 。
前 期 （ 2 0 0 9 年 9 月 ） を 選 択 し た 者 の う ち 研 修 後
に 行 わ れ る フ ォ ロ ー ア ッ プ グ ル ー プ コ ー チ ン グ
（ 後 述 ）の 受 講 を 希 望 し た 者 を 重 点 介 入 群 と し 、
そ の 他 の 者 を 研 修 介 入 群 と し た 。 本 研 修 は 市 主
催 研 修 で あ り 全 保 健 師 等 が 研 修 に 参 加 で き る こ




け ず に 参 加 可 能 な 日 程 を 選 択 し て も ら う 方 法 を
と っ た 。 重 点 介 入 群 は 本 人 の 希 望 に よ る 割 り 付
け で あ る た め 、 意 欲 や 興 味 の 程 度 が 高 い 者 が 集
ま る と い う バ イ ア ス が 生 じ る 。 し か し 、 3 ヵ 月
間 継 続 さ れ る フ ォ ロ ー ア ッ プ 研 修 の 脱 落 者 を 最
小 限 に す る た め に 、 本 研 究 で は バ イ ア ス を 承 知
の 上 で 参 加 希 望 者 を 割 り 付 け る こ と と し た 。  
保 健 師 等 は 自 身 が 担 当 す る 介 護 予 防 サ ー ビ ス
利 用 者 か ら 、 重 点 介 入 群 の 保 健 師 等 は 5 名 、 研
修 介 入 群 の 保 健 師 等 は 4 名 、 対 照 群 の 保 健 師 等
は 3 名 を そ れ ぞ れ リ ク ル ー ト し た 。  
前 期 日 程 の 集 合 研 修 （ 2 0 0 7 年 9 月 ） 実 施 前 に
ベ ー ス ラ イ ン 調 査 ( T 1 ) を 行 い 、 研 修 か ら 1 ヶ 月
後 （ T 2 ） と 3 ヶ 月 後 （ T 3 ） に 事 後 調 査 を 実 施 し
た 。 保 健 師 等 は 、 T 1 、 T 2 、 T 3 時 点 で 調 査 票 に 回
答 し 、 サ ー ビ ス 利 用 者 は 、 T 2 、 T 3 時 点 で 回 答 し
た 。  
 
 ４ ． 評 価 指 標   




主 要 評 価 指 標 は 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン ス キ ル 自 己 評 価 と し た 。 こ れ は 医 師 向 け W e b
番 組 「 問 診 コ ー チ ン グ （ 出 江 紳 一 、 他 監 修 ） ３
６ ）」 に お い て コ ー チ 型 医 師 の 行 動 特 性 と し て 取
り 上 げ ら れ て い る 1 2 の ス キ ル 項 目 を 介 護 予 防
ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 用 に 改 変 し た も の を 使 用 し た 。
保 健 師 等 は T 1 、 T 2 、 T 3 各 時 点 で 各 ス キ ル の 遂 行
度 を 自 己 評 価 し 、 T 3 時 点 で は 研 修 前 の 自 分 を 振
り 返 る 評 価 （ 振 り 返 り 評 価 、 r e c a l l e d  
e v a l u a t i o n :  R E ） を 行 っ た 。  
振 り 返 り 評 価 は 、 介 入 に よ っ て 自 己 評 価 の 基
準 が 変 化（ レ ス ポ ン ス シ フ ト ３ ７ ））す る 場 合 に 、
基 準 の 変 化 を 補 う 目 的 で 実 施 さ れ る 手 法 で あ る 。
本 研 究 で は 、 研 修 を 受 け る こ と に よ り コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン の 自 己 評 価 基 準 が 変 化 す る 可 能 性 を
想 定 し て 振 り 返 り 評 価 を 採 用 し た 。 T 3 - T 1 は 各
評 価 時 点 で の 基 準 に 基 づ く 自 己 評 価 の 変 化 量 で
あ る た め に 、 レ ス ポ ン ス シ フ ト が 起 こ っ た 場 合
は 真 の 変 化 を 反 映 し な い こ と が あ る 。 T 3 - R E は




た め 、 レ ス ポ ン ス シ フ ト が 生 じ た 場 合 に は よ り
正 確 な 変 化 量 を 表 わ す 。  
 
  （ ２ ） 副 次 的 評 価 指 標  
 副 次 的 評 価 指 標 と し て 、 保 健 師 等 の 研 修 に 対
す る 満 足 度 を 調 査 し た 。 保 健 師 等 の 研 修 満 足 度
は 、 集 合 研 修 終 了 直 後 に 研 修 内 容 に 関 す る 5 設
問 に つ い て「 と て も そ う 思 う 」、「 や や そ う 思 う 」、
「 な ん と も い え な い 」、「 あ ま り そ う 思 わ な い 」、
「 ま っ た く そ う 思 わ な い 」の 5 段 階 で 評 価 し た 。 
ま た 、 利 用 者 に つ い て は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン 満 足 度 、 保 健 師 等 に 対 す る 総 合 満 足 度 、 行 動
の 自 発 性 、自 己 効 力 感 、健 康 関 連 Q O L ( Q u a l i t y  o f  
L i f e ) を 評 価 し た 。 以 上 に 加 え T 3 時 点 に 、 保 健
師 等 と の 面 談 で 作 成 し た ケ ア プ ラ ン の サ ー ビ ス
に つ い て 、 計 画 の 遂 行 度 、 主 観 的 有 用 性 、 満 足
度 を 調 査 し た 。  
利 用 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 満 足 度 は 米 国 内
科 外 来 患 者 満 足 度 指 標 A m e r i c a n  B o a r d  o f  




q u e s t i o n n a i r e :  A B I M - P S Q ３ ８ ）、 ３ ９ ） 日 本 語 版 を
介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 用 に 一 部 改 変 し た も
の を 用 い た 。 こ の 尺 度 は 、 保 健 師 等 と の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す る 満 足 度 を 測 定 す る 1 1 項
目 ( 0 - 5 5 点 ) と 、 保 健 師 等 に 対 す る 総 合 満 足 度 を
測 定 す る 4 項 目 ( 0 - 2 0 点 ) か ら な る 。  利 用 者 の
行 動 の 自 発 性 に 関 す る 評 価 は 、 日 本 コ ー チ 協 会
の 許 可 を 得 て 日 本 コ ー チ 協 会 監 修 の コ ー チ ン グ
ス キ ル エ バ リ ュ エ ー シ ョ ン シ ス テ ム ４ ０ ） の 「 目
標 設 定 に 関 す る 項 目 」 と 「 行 動 化 に 関 す る 成 果 」
を 参 考 に 作 成 し た 4 項 目 に て 評 価 し た 。 利 用 者
の 自 己 効 力 感 は 障 害 へ の 心 理 的 適 応 尺 度 N A S - J
（ N o t t i n g h a m  A d j u s t m e n t  S c a l e 日 本 語 版 ） ４ １ ）
の 下 位 尺 度 「 自 己 効 力 感 」 ４ 項 目 に よ っ て 測 定
し た 。 健 康 関 連 Q O L は 、 包 括 的 健 康 関 連 Q O L を
測 定 す る 「 S F - 3 6 v 2 （ M O S  3 6 - i t e m  S h o r t  F o r m  
H e a l t h  S u r v e y ） 日 本 語 版 」 ４ ２ ） を 使 用 し た 。
サ ー ビ ス 計 画 に 関 す る 調 査 で は 、 計 画 の 遂 行 度
を 「 計 画 通 り 」、「 変 更 し た 」、「 途 中 で 止 め た 」




「 何 と も い え な い 」 の 2 段 階 で 、 サ ー ビ ス の 主
観 的 満 足 度 を 「 と て も 良 か っ た 」、「 ま あ ま あ 良
か っ た 」、「 ど ち ら と も い え な い 」、「 あ ま り 良 く
な か っ た 」 の 4 段 階 で 評 価 し た 。  
 
  （ ３ ） 調 整 変 数  
保 健 師 等 の 特 性 と し て 性 、 年 齢 、 経 験 年 数 、
保 有 資 格 、 利 用 者 の 特 性 と し て 性 、 年 齢 、 介 護
度 、 A D L （ B a r t h e l  I n d e x [ 以 下 、 B I ] に て 評 価 ）
を 調 整 変 数 と し た 。  
 
  （ ４ ） 解 析   
研 究 に 参 加 し た 保 健 師 等 （ 性 、 年 齢 、 経 験 年
数 、 保 有 資 格 ） と 利 用 者 の 特 性 （ 性 、 年 齢 、 介
護 度 分 類 、 B I 得 点 、 併 存 疾 患 数 、 独 居 、 介 護 予
防 サ ー ビ ス 利 用 経 験 、 他 の サ ー ビ ス の 利 用 ） を
3 群 間 で 比 較 し た 。 パ ラ メ ト リ ッ ク な 変 数 に は
一 元 配 置 分 散 分 析 と T u k e y の H S D 検 定 、 ノ ン パ
ラ メ ト リ ッ ク な 変 数 に は χ 2 検 定 を 用 い た 。  




師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 自 己 評 価 、 利 用 者 の
行 動 の 自 発 性 の 評 価 に つ い て は 、 因 子 分 析 を 行
い 因 子 構 造 に 基 づ い て ス コ ア リ ン グ 方 法 を 決 定
し た 。 因 子 分 析 は 主 因 子 法 、 バ リ マ ッ ク ス 回 転
を 用 い た 。尺 度 の 信 頼 性 を ク ロ ン バ ッ ク の α 係
数 に よ っ て 推 定 し た 。  
保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 自 己 評 価 に つ
い て は 、 ベ ー ス ラ イ ン 時 （ T 1 ）、 研 修 後 1 ヶ 月 時
（ T 2 ）、 研 修 後 3 ヶ 月 時 （ T 3 ） の 3 群 の 得 点 推 移
を 、反 復 測 定 分 散 分 析 を 用 い て 検 討 し た 。ま た 、
T 1 、 T 2 、 T 3 、 振 り 返 り 評 価 （ R E ） お よ び 各 調 査
時 点 間 の 差 得 点 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 を 3 群 そ れ
ぞ れ に 求 め 、 一 元 配 置 分 散 分 析 、 お よ び T u k e y
の H S D 検 定 に て テ ス ト し た 。  
研 修 に 対 す る 満 足 度 評 価 に つ い て は 「 と て も
そ う 思 う 」と 回 答 す る 保 健 師 等 の 割 合 を 求 め た 。  
利 用 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 満 足 度 、 総 合 満
足 度 、 行 動 の 自 発 性 、 自 己 効 力 感 、 健 康 関 連 Q O L
の 評 価 は 、 研 修 後 １ ヶ 月 時 （ T 2 ）、 研 修 後 3 ヶ 月




析 お よ び T u k e y 法 に て 検 定 し た 。 ま た 、 研 修 後
1 ヶ 月 と 研 修 後 3 ヶ 月 の 得 点 変 化 量 を も と め 同
様 に 3 群 間 で 比 較 し た 。 さ ら に 、 利 用 者 の 特 性
に よ り 、 性 別 （ 男 性 ・ 女 性 ）、 介 護 度 分 類 （ 特 定
高 齢 者 ・ 要 支 援 者 ）、 過 去 の 介 護 予 防 サ ー ビ ス 利
用 回 数 （ 初 回 ・ 2 回 目 ・ 3 回 以 上 ）、 年 齢 に よ る
分 類 （ 7 5 歳 以 上 ・ 7 5 歳 未 満 ）、 同 居 の 有 無 （ 同
居 者 あ り ・ 独 居 ） の グ ル ー プ に わ け 、 サ ブ グ ル
ー プ 解 析 を 行 っ た 。  
利 用 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 満 足 度 ・ 総 合 満
足 度 と 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 自
己 評 価 と の 関 連 に つ い て は 、 S p e a r m a n の 相 関 係
数 を 用 い て 検 討 し た 。  
利 用 者 の サ ー ビ ス 計 画 に 対 す る 遂 行 度 ・ 主 観
的 有 用 性 ・ 満 足 度 に つ い て は 、 3 群 間 の 差 を ク
ロ ス 集 計 と χ 2 検 定 に て 検 討 し た 。     
 最 後 に 、 利 用 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 満 足
度 ・ 総 合 満 足 度 と 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン ス キ ル 自 己 評 価 と の 関 連 を 見 る た め に 、 研 修




数 を 求 め た 。 保 健 師 全 体 と 3 群 ご と の 相 関 を 検
討 し た 。  
 
Ⅴ ． 結 果  
 １ ． 研 究 参 加 者 の 特 性  
 横 浜 市 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 所 属 の 保 健 師 等
1 1 2 名 の う ち 研 究 参 加 に 同 意 し た 保 健 師 等 は
1 0 2 名 （ 9 1 . 1 % ） で あ り 、 重 点 介 入 群 1 9 名 、 研
修 介 入 群 2 9 名 、 対 照 群 5 4 名 に 分 け ら れ た 。 同
意 後 に 5 名 が 退 職 や 仕 事 ・ 家 庭 上 の 理 由 で 脱 落
し 、 研 修 後 3 ヶ 月 時 点 （ T 3 ） で の 研 究 参 加 者 は
9 7 名 （ 重 点 介 入 群 1 8 名 、 研 修 介 入 群 2 7 名 、 対
照 群 5 2 名 ） で あ っ た 。 研 修 後 3 ヶ 月 時 点 （ T 3 ）
で は 研 究 参 加 者 9 7 名 中 の 8 0 名 か ら デ ー タ を 回
収 で き 、 回 収 率 は 8 2 . 4 % で あ っ た （ 図 2 ）。 利 用
者 は 2 6 6 名 が 研 究 参 加 に 同 意 し た 。 そ の 内 訳 は
重 点 介 入 群 8 4 名 、 研 修 介 入 群 8 5 名 、 対 照 群 9 7
名 で あ っ た 。 保 健 師 等 お よ び 利 用 者 の 特 性 は 、 3





２ ． 尺 度 の 因 子 的 妥 当 性 と 信 頼 性  
保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 自 己 評 価 1 2
項 目 の 因 子 分 析 の 結 果 、 第 1 因 子 の 寄 与 率 は
4 4 . 3 ％ で 、 1 2 項 目 の 全 て が 因 子 負 荷 量 0 . 5 以 上
で 第 1 因 子 に 負 荷 し た 。 こ の こ と か ら 、 1 2 項 目
は 一 次 元 性 が 高 い の で 、 総 合 得 点 と し て 得 点 化
す る こ と と し た 。 1 2 項 目 の ク ロ ン バ ッ ク の α
係 数 は 0 . 8 9 で あ っ た （ 表 5 ）。  
利 用 者 の 行 動 の 自 発 性 評 価 4 項 目 の 因 子 分 析
の 結 果 、 第 １ 因 子 の 寄 与 率 は 7 5 . 6 ％ 、 4 項 目 の
第 一 因 子 へ の 因 子 負 荷 量 は 全 て 0 . 8 以 上 で あ っ
た 。 こ の こ と か ら 自 発 性 評 価 4 項 目 は 一 次 元 性
が 高 く 、総 合 得 点 と し て 得 点 化 す る こ と と し た 。
ク ロ ン バ ッ ク の α 係 数 は 0 . 8 9 で あ っ た（ 表 6 ）。 
 
３ ． 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 自
己 評 価 に つ い て  
反 復 測 定 分 散 分 析 の 結 果 、 保 健 師 等 の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 自 己 評 価 得 点 の 経 時 的 推 移




有 意 な 上 昇 傾 向 が み ら れ た （ 図 3 ）。   
 ベ ー ス ラ イ ン 時 、 研 修 後 1 ヶ 月 時 、 研 修 後 ３
ヶ 月 時 、 お よ び 振 り 返 り 評 価 に お い て 、 保 健 師
等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 自 己 評 価 は 、 3 群 間 で
有 意 な 差 は み ら れ な か っ た （ 表 7 ）。 ま た 、 各 調
査 時 点 間 の 差 得 点 に つ い て は 、 T 3 - R E（ 研 修 後 3
ヶ 月 時 と 振 り 返 り 評 価 の 差 得 点 ） で の み 有 意 な
差 が み ら れ 、 重 点 介 入 群 が 対 照 群 よ り も 大 き な
得 点 差 を 示 し た （ 4 . 7 ± 4 . 1  v s  1 . 6 ± 3 . 3 、 p = 0 . 0 1 ）。  
 研 修 満 足 度 に つ い て は 5 2 名 の デ ー タ が 得 ら
れ た 。 重 点 介 入 群 と 介 入 群 が 4 9 名 、 残 り の 3
名 は 研 究 に は 参 加 し て い な い が 、 研 修 に 参 加 し
た 保 健 師 等 で あ っ た 。「 介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン
ト の 支 援 過 程 で コ ー チ ン グ ス キ ル を 活 用 し た い
と 思 い ま す か 」 の 設 問 で 「 と て も そ う 思 う 」 と
答 え た 保 健 師 等 の 割 合 が 6 7 . 8 ％ 、「 あ な た が 行
う 利 用 者 と の 面 談 で 役 に 立 つ と 思 い ま す か 」 の
設 問 で 「 と て も そ う 思 う 」 と 答 え た 保 健 師 等 の





４ ． 利 用 者 に 対 す る 研 修 の 影 響  
利 用 者 の 保 健 師 等 に 対 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン に 満 足 度 、 総 合 満 足 度 、 行 動 の 自 発 性 、 自 己
効 力 感 、 健 康 関 連 Q O L は 、 T 1 、 T 2 、 T 3 の 各 調 査
時 点 に お い て 3 群 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か
っ た （ 表 9 ）。 T 2 か ら T 3 調 査 時 点 間 に お け る 利
用 者 評 価 指 標 の 変 化 量 は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
満 足 度 、 総 合 満 足 度 、 行 動 の 自 発 性 、 自 己 効 力
感 、 S F - 3 6 に 3 群 間 で 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か
っ た （ 表 1 0 ）。 利 用 者 特 性 に よ る サ ブ グ ル ー プ
解 析 で も 同 様 に 3 群 間 に 有 意 な 差 は み ら れ な か
っ た 。  
ま た 、 利 用 者 の サ ー ビ ス 計 画 に 対 す る 遂 行
度 ・ 主 観 的 有 用 性 ・ 満 足 度 に つ い て は 、 重 点 介
入 群 で サ ー ビ ス を 変 更 し た も の の 割 合 が 高 い 傾
向 に あ っ た 。 主 観 的 有 用 性 に つ い て は 重 点 介 入
群 で 「 何 と も い え な い 」 と 答 え る も の が 多 か っ
た 。 満 足 度 に つ い て は 対 照 群 に 比 べ 、 重 点 介 入
群 と 研 修 介 入 群 で 「 と て も 良 か っ た 」 と 答 え る




 ５ ． 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 自 己 評 価
と 利 用 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 満 足 度 と の 関 連  
 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 自 己 評 価 と 利
用 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 満 足 度 と の 相 関 は
r s = - 0 . 0 3 6 ( p = 0 . 5 9 4 ) 、 総 合 満 足 度 と の 相 関 は  r s  
= 0 . 0 3 4 ( P = 0 . 6 2 0 ) で あ り 、関 連 は 見 ら れ な か っ た 。
群 ご と に み る と 重 点 介 入 群 、 研 修 介 入 群 、 対 照
群 の 順 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 満 足 度 と の 相 関 は
r s = - 0 . 0 4 6 ( p = 0 . 7 0 5 ) 、 r s = - 0 . 0 7 3 ( p = 0 . 5 4 3 ) 、
r s = - 0 . 0 1 9 ( p = 0 . 8 6 9 ）、 総 合 満 足 度 と の 相 関 は
r s = - 0 . 0 9 ( p = 0 . 4 5 7 ) 、 r s = - 0 . 0 2 2 ( p = 0 . 8 5 9 ) 、
r s = - 0 . 1 4 7 ( p = 0 . 2 0 1 ） で あ り 、 群 別 に 見 て も 関 連
は み ら れ な か っ た 。  
 
Ⅵ ． 考 察  
2 0 0 5 年 の 介 護 保 険 制 度 改 正 後 に 始 ま っ た 介
護 予 防 事 業 に お い て 、 介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン
ト を 担 当 す る 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に
着 目 し た 介 入 の 試 み は 、本 研 究 が 初 め て で あ る 。 




ケ ー シ ョ ン 研 修 が 、 集 合 研 修 と フ ォ ロ ー ア ッ プ
を 受 け た 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル
を 高 め る こ と を 明 ら か に し た 。  
 
１ ． 保 健 師 等 に 対 す る 研 修 効 果   
重 点 介 入 群 で は 、 研 修 後 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン ス キ ル の 自 己 評 価 が 向 上 し 、 ま た 、 振 り 返 り
と 3 ヵ 月 後 の 得 点 差 が 他 群 よ り も 大 き か っ た 。       
つ ま り 重 点 介 入 群 の 保 健 師 等 は 他 群 よ り も 「 研
修 前 の 自 分 と 比 べ る と 現 在 の ス キ ル は 高 ま っ
た 」 と 感 じ て い る こ と が 示 さ れ た 。 つ ま り 、 集
合 研 修 と フ ォ ロ ー ア ッ プ グ ル ー プ コ ー チ ン グ を
組 み 合 わ せ た コ ー チ ン グ 研 修 介 入 は 、 保 健 師 等
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 実 行 に 関 す る 認 識
を 高 め た と 言 っ て よ い だ ろ う 。  
振 り 返 り 得 点 と の 差 得 点 で は 群 間 差 が 検 出 さ
れ た の に 対 し て 、 研 修 前 評 価 と の 差 得 点 で は 群
間 差 が 見 ら れ な か っ た こ と は 、 保 健 師 等 の 自 己
評 価 の 基 準 が 変 化 す る レ ス ポ ン ス シ フ ト 現 象 の




月 時 点 の 基 準 に 統 一 し て 評 価 し た 場 合 に は 、 重
点 介 入 群 が 最 も 変 化 が 大 き か っ た と い え る 。  
先 行 研 究 で は 、 医 師 と 看 護 師 に コ ミ ニ ュ ケ ー
シ ョ ン ス キ ル の ト レ ー ニ ン グ を 行 っ た と こ ろ 、
医 師 の コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョ ン ス キ ル が 向 上 し 、 ま
た 、 ス キ ル 実 行 に 対 す る 自 己 効 力 感 が 有 意 に 改
善 し た こ と が 報 告 さ れ て い る ９ ）。 本 研 究 に お い
て も 保 健 師 等 が 「 自 分 の ス キ ル が 高 ま っ た 」 と
感 じ て い る こ と は 、 ス キ ル 実 行 に 対 す る 自 己 効
力 感 の 向 上 を 反 映 し て い る の か も し れ な い 。 言
い か え れ ば 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 自 己 評
価 の 向 上 は 、 保 健 師 等 の ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 場 面
に お け る 自 身 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 遂 行 可 能 感
を 向 上 さ せ た の で あ ろ う 。 遂 行 可 能 感 と は 、 自
己 効 力 感 と ほ ぼ 同 等 な 概 念 で あ り 、 あ る 行 動 を
起 こ す 前 に そ の 個 人 が 感 じ る 行 動 達 成 に 関 す る
知 識 で あ る と 説 明 さ れ て い る ４ ３ ）  
研 修 満 足 度 で は 、 介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト
の 支 援 過 程 で ス キ ル を 活 用 し た い 、 こ の ス キ ル




回 答 割 合 が 多 か っ た 。 こ の 結 果 か ら も 、 コ ー チ
ン グ 研 修 介 入 は 、 介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト に
お け る 利 用 者 と の 面 談 に お け る 保 健 師 等 の コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 遂 行 可 能 感 を 高 め た こ と
が 伺 え る 。 看 護 師 に カ ウ ン セ リ ン グ の ト レ ー ニ
ン グ を 行 っ た 先 行 研 究 で は 、 患 者 や 患 者 の 家 族
と の 関 係 性 が 良 く な っ た こ と が 報 告 さ れ て い る
１ ３ ）。 ま た 、 看 護 師 に ア サ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン
グ を 行 っ た 研 究 で は 、 看 護 師 の ア サ ー シ ョ ン の
知 識 と 意 識 的 な 使 用 が 増 え 、 結 果 的 に 仕 事 の ス
ト レ ス と 精 神 的 作 業 量 が 減 少 し た こ と が 報 告 さ
れ て い る １ ０ ）。 本 研 究 で は 、 保 健 師 等 の 業 務 ス
ト レ ス や 対 象 者 と の 関 係 に つ い て は 調 査 し な か
っ た が 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す る 自 己 評 価
の 向 上 は 、 対 象 者 と の 関 係 性 の 改 善 や 、 仕 事 に
対 す る ス ト レ ス を 軽 減 す る 可 能 性 が あ る 。  
研 修 介 入 群 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 自 己 評 価 得
点 は 、 重 点 介 入 群 に 比 べ 、 さ ほ ど 変 化 し な か っ
た 。 研 修 介 入 群 は 1 日 間 の 集 合 研 修 だ け の 受 講




点 を 改 善 す る に は 不 十 分 で あ っ た と 考 え ら れ る 。
一 方 、 対 照 群 で は 、 研 修 を 受 け て い な い に も 関
わ ら ず 、 経 時 的 な 自 己 評 価 得 点 の 上 昇 が 見 ら れ
た 。 こ の 結 果 は 、 我 々 の 仮 説 と 矛 盾 し 、 そ の 原
因 は 明 ら か で は な い 。 一 つ 考 え ら れ る こ と は 、
研 修 を ま だ 受 け て い な く と も 研 究 に 参 加 す る こ
と で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す る 認 識 が 変 化 し
（ ホ ー ソ ン 効 果 ）、 影 響 を 与 え た 可 能 性 が あ る 。
研 修 後 3 ヶ 月 時 点 得 点 と 振 り 返 り 得 点 の 差 を 見
る と 、 重 点 介 入 群 で 差 が 大 き か っ た の に 対 し て
対 照 群 で は 小 さ か っ た 。 こ の こ と は 、 重 点 介 入
群 で は 自 身 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル に 対 す
る 認 知 の 変 化 が あ っ た の に 対 し て 、 対 照 群 で は
認 知 の 変 化 が 無 か っ た こ と を 表 し て い る 。 従 っ
て 、 重 点 群 と 対 照 群 の 2 群 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン 自 己 評 価 得 点 が 経 時 的 に 上 昇 し た も の の 、 2
群 の 変 化 の 内 容 は 異 な っ て い る も の と 推 測 さ れ






２ ． 利 用 者 に 対 す る 研 修 の 影 響 に つ い て  
利 用 者 の 満 足 度 や 自 発 的 な 行 動 、自 己 効 力 感 、
健 康 関 連 Q O L は 、 各 調 査 時 点 に お い て ３ 群 間 に
有 意 な 差 は な か っ た 。 ま た ケ ア プ ラ ン 作 成 時 と
研 修 後 3 ヶ 月 時 の 変 化 量 に つ い て も 3 群 間 で 差
は み ら れ な か っ た 。 こ の 点 に つ い て 2 つ の 可 能
性 を 提 示 す る 。   
1 つ 目 は 、 保 健 師 等 に 対 す る 今 回 の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 研 修 は 、 利 用 者 の 満 足 度 や 自 発 性 、
自 己 効 力 感 、 健 康 関 連 Q O L を 高 め る に は い た ら
な か っ た 可 能 性 で あ る 。 今 回 行 っ た 研 修 プ ロ グ
ラ ム で は 、 利 用 者 の 自 発 性 を 向 上 さ せ る た め の
コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョ ン ス キ ル を 保 健 師 等 が 身 に つ
け る に は 不 十 分 で あ っ た か も し れ な い 。 研 修 プ
ロ グ ラ ム は 、 一 日 間 の 集 合 研 修 と 約 3 ヶ 月 間 （ 1
回 3 0 分 、 計 8 回 ） の フ ォ ロ ー ア ッ プ グ ル ー プ コ
ー チ ン グ で あ っ た 。 他 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研
修 の 介 入 研 究 で は 、 2 日 間 の 集 合 研 修 の 後 フ ォ
ロ ー ア ッ プ 研 修 を 6 週 毎 に １ 日 間 実 施 し て お り 、




た 、 研 修 参 加 保 健 師 等 が 利 用 者 と の 面 談 場 面 で
実 際 に ス キ ル を 使 用 し た か ど う か と い っ た ス キ
ル の 実 施 状 況 が 不 明 で あ り 、 利 用 者 の 評 価 指 標
が 大 き く 変 わ る ほ ど に は 使 用 さ れ て い な か っ た
可 能 性 が あ る 。 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
自 己 評 価 と 利 用 者 の 保 健 師 に 対 す る 満 足 度 と に
関 連 が み ら れ な か っ た こ と か ら も 、 保 健 師 の ス
キ ル は 利 用 者 に 影 響 を 与 え る ほ ど に は 変 化 し て
い な か っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  
２ 点 目 と し て 、利 用 者 評 価 指 標 と し て 用 い た 、
利 用 者 の 満 足 度 や 健 康 関 連 Q O L 等 の 指 標 の 観 察
期 間 が 妥 当 で あ っ た か ど う か と い う こ と を 考 慮
す る 必 要 が あ る 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 介 入 に よ
っ て 利 用 者 の Q O L 等 が 変 化 す る た め に は あ る 程
度 の 期 間 が 必 要 で あ る が 、 今 回 の 調 査 期 間 は 3
ヶ 月 で あ っ た た め 変 化 を 捉 え る に は 短 か っ た 可
能 性 が 考 え ら れ る 。 介 護 予 防 ケ ア プ ラ ン の 作 成
に お い て 利 用 者 の 目 標 達 成 ま で の 期 間 は 6 ヶ 月
程 度 と 推 奨 さ れ て い る こ と か ら 考 え て 、 調 査 期




カ ム に 変 化 が 生 じ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  
利 用 者 の サ ー ビ ス 計 画 遂 行 度 に つ い て は 、 重
点 介 入 群 で 途 中 変 更 者 が 多 い 傾 向 で あ っ た 。 ま
た 、 重 点 介 入 群 の 利 用 者 は サ ー ビ ス の 主 観 的 有
用 性 に つ い て 「 良 か っ た 」 と 判 断 し な い 者 の 割
合 が 多 か っ た 。 こ れ ら 2 つ の 結 果 は 、 一 見 、 重
点 介 入 群 の 利 用 者 に 不 満 足 が 生 じ て い る よ う に
見 え る 。 し か し 、 見 方 を 変 え れ ば 、 立 案 し た ケ
ア プ ラ ン 上 の サ ー ビ ス が 自 分 の 状 況 に 適 合 し て
い る か ど う か を 利 用 者 自 身 が 考 え 、 サ ー ビ ス 計
画 の 見 直 し を 行 っ た 結 果 で あ る と も と 考 え ら れ
る 。 本 研 究 で 扱 っ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル
は コ ー チ ン グ 理 論 に 基 づ く も の で あ り 、 相 手 の
内 省 を 深 め 目 標 達 成 支 援 す る こ と を 目 指 す も の
で あ る こ と を 考 慮 す れ ば 、 重 点 介 入 群 に お い て
計 画 の 見 直 し が 多 か っ た た こ と は 自 然 な こ と と
思 わ れ る 。 保 健 師 等 が 面 談 に お い て 利 用 者 の 主
体 性 を 引 き 出 し た 結 果 、 サ ー ビ ス 計 画 が 変 更 さ
れ た も の と 推 察 さ れ る 。  




等 の コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 向 上 を 通 し て 、
利 用 者 が 主 体 的 に 介 護 予 防 プ ロ グ ラ ム に 取 り 組
め る よ う に 支 援 す る こ と で あ っ た 。 従 っ て 、 利
用 者 と の 面 談 を も と に 作 成 し た ケ ア プ ラ ン に お
け る 利 用 者 そ れ ぞ れ の 目 標 に 対 す る 達 成 度 な ど
を 効 果 指 標 と す べ き だ っ た か も し れ な い 。 他 の
コ ー チ ン グ に よ る 介 入 研 究 の 評 価 指 標 を 調 べ て
み る と 、 初 期 の リ ウ マ チ 患 者 に 対 し 身 体 活 動 に
つ い て 理 学 療 法 士 が コ ー チ ン グ を 行 っ た 研 究 で
は 健 康 観 や 筋 力 に つ い て は 有 意 に 介 入 群 が 高 い
結 果 に な っ た が 、 身 体 活 動 に 関 す る 自 己 報 告 で
は 変 化 が な か っ た こ と が 報 告 さ れ て い る ３ ４ ）。
ま た 、 電 話 に て 自 己 効 力 感 を 考 慮 し た コ ー チ ン
グ 介 入 で は 、 通 常 の 電 話 で の フ ォ ロ ー に 比 べ 身
体 活 動 や 歩 行 能 力 が 有 意 に 高 か っ た と し て い る
２ ８ ）。 こ れ ら の 研 究 で は 、 コ ー チ ン グ 介 入 の 評
価 指 標 と し て 身 体 機 能 は 改 善 が み ら れ る が 患 者
自 身 が 報 告 す る 指 標 は 改 善 し て な い 。 本 研 究 に
お い て も 、 利 用 者 の 自 己 報 告 で は 変 化 が み ら れ




こ と が 必 要 と 思 わ れ る 。  
 
３ ． 本 研 究 の 限 界  
 本 研 究 の 限 界 と し て 、 第 一 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン ス キ ル の 評 価 が 保 健 師 等 の 自 己 評 価 で あ り 、
客 観 的 な 評 価 を 行 っ て い な い 点 が 挙 げ ら れ る 。
客 観 的 評 価 は 、 ビ デ オ 撮 影 に よ る 評 価 、 ロ ー ル
プ レ イ に よ る 評 価 、 録 音 に よ る 評 価 の 3 つ が 代
表 的 で あ る 。 医 師 の 面 談 場 面 に お け る コ ミ ニ ュ
ケ ー シ ョ ン ス キ ル と 患 者 満 足 度 を 調 べ た 先 行 研
究 で は 、 面 談 場 面 を ビ デ オ 撮 影 し ス キ ル の 使 用
状 況 に つ い て 客 観 的 に 評 価 し て い る １ １ ）。 ま た
看 護 師 に 対 す る コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョ ン ス キ ル を ト
レ ー ニ ン グ し た 研 究 １ ２ ） で は 、 患 者 と の 会 話 を
録 音 し 看 護 師 の 返 答 の 内 容 を 構 造 的 に 評 価 す る
方 法 、 患 者 役 と の ロ ー ル プ レ イ を ビ デ オ 撮 影 し
て 評 価 す る １ ０ ） な ど の 方 法 を 採 用 し て い る 。 こ
れ ら の 撮 影 や 録 音 に よ る 評 価 は 、 そ れ 自 体 が 面
談 場 面 に 影 響 を 与 え 、 ま た 撮 影 に 慣 れ て い な い




る 。 し か し 、 患 者 の プ ラ イ バ シ ー に 配 慮 し た 上
で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 客 観 的 な 評 価 方
法 を 今 後 検 討 し て ゆ く 必 要 が あ る だ ろ う 。  
第 2 に 、 保 健 師 の 無 作 為 化 割 り 付 け が 行 わ れ
な か っ た こ と に よ る 選 択 バ イ ア ス の 影 響 を 考 慮
し な け れ ば な ら な い 。 研 修 介 入 群 と 対 照 群 は 参
加 可 能 日 程 に よ る 割 り 付 け で あ る た め 比 較 的 バ
イ ア ス は 小 さ い と 思 わ れ る が 、 重 点 介 入 群 は 積
極 的 に 希 望 し た も の が 割 り つ け ら れ て い る 。 従
っ て 、 本 研 究 の 結 果 は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に
関 心 が あ り 積 極 的 に 学 ぼ う と す る 姿 勢 を 持 っ た
者 に 対 す る 結 果 で あ る こ と を 踏 ま え る 必 要 が あ
り 、 全 て の 保 健 師 等 に 一 般 化 で き る か ど う か は
不 明 で あ る 。 本 研 究 か ら 得 ら れ た 研 修 実 施 の ノ
ウ ハ ウ を 生 か し 、 よ り 広 い 層 の 保 健 師 等 へ の 介
入 の 効 果 を さ ら に 検 討 し て い く 必 要 が あ る 。  
 
Ⅶ ． 結 論  
本 研 究 で 行 っ た コ ー チ ン グ 理 論 に も と づ い た




保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け る 遂 行 可
能 感 を 高 め た 。 保 健 師 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
遂 行 可 能 感 の 向 上 が 利 用 者 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら
か に す る た め に は 、 長 期 的 な 観 察 研 究 を 行 う と
と も に 、 評 価 指 標 を 工 夫 す る 必 要 が あ る 。 介 護
予 防 に 携 わ る 保 健 師 の 遂 行 可 能 感 の 向 上 は 、 介
護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の 促 進 に 役 立 つ で あ ろ
う 。 介 護 予 防 に 携 わ る 保 健 師 等 に 、 コ ー チ ン グ
理 論 に 基 づ く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 教 育 を す る 機
会 を 増 や す こ と が 望 ま れ る 。  
 
本 研 究 は 厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 金 ( H 1 8 - 長
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e t  a l . :  E f f e c t  o f  m u l t i s o u r c e  f e e d b a c k  o n  
r e s i d e n t  c o m m u n i c a t i o n  s k i l l s  a n d  
p r o f e s s i o n a l i s m :  a  r a n d o m i z e d  c o n t r o l l e d  
t r i a l .  A r c h  P e d i a t r  A d o l e s c  M e d  
2 0 0 7 ; 1 6 1 : 4 4 - 9 .   
２ ４ ） I z u m i  S ,  A n d o  K ,  O n o  M ,  e t  a l . :  E f f e c t  
o f  c o a c h i n g  o n  p s y c h o l o g i c a l  a d j u s t m e n t  i n  
p a t i e n t s  w i t h  s p i n o c e r e b e l l a r  d e g e n e r a t i o n :  
a  p i l o t  s t u d y .  C l i n  R e h a b i l  2 0 0 7 ; 2 1 : 9 8 7 - 9 6 .  
２ ５ ） H a y a s h i  A ,  K a y a m a  M ,  A n d o  K ,  e t  a l . :  




                                                                                                                                        
f u n c t i o n s  o f  t e l e - c o a c h i n g  i n t e r v e n t i o n  i n  
p a t i e n t s  w i t h  s p i n o c e r e b e l l a r  d e g e n e r a t i o n .  
N e u r o R e h a b i l i t a t i o n  2 0 0 8 ; 2 3 : 1 5 9 - 1 6 9 .   
２ ６ ） B e n n e t t  J A ,  P e r r i n  N A ,  H a n s o n  G ,  e t  a l . :  
H e a l t h y  a g i n g  d e m o n s t r a t i o n  p r o j e c t :  n u r s e  
c o a c h i n g  f o r  b e h a v i o r  c h a n g e  i n  o l d e r  a d u l t s .  
R e s  N u r s  H e a l t h  2 0 0 5 ; 2 8 : 1 8 7 - 9 7 .  
２ ７ ）C a r r i e r i - K o h l m a n  V ,  G o r m l e y  J M ,  D o u g l a s  
M K , e t  a l . ：  E x e r c i s e  t r a i n i n g  d e c r e a s e s  
d y s p n e a  a n d  t h e  d i s t r e s s  a n d  a n x i e t y  
a s s o c i a t e d  w i t h  i t .  M o n i t o r i n g  a l o n e  m a y  b e  
a s  e f f e c t i v e  a s  c o a c h i n g .  C h e s t  
1 9 9 6 ; 1 1 0 : 1 5 2 6 - 3 5 .   
２ ８ ） A l l i s o n  M J ,  K e l l e r  C ： S e l f - e f f i c a c y  
i n t e r v e n t i o n  e f f e c t  o n  p h y s i c a l  a c t i v i t y  i n  
o l d e r  a d u l t s .  W e s t  J  N u r s  R e s .  2 0 0 4 ; 2 6 : 3 1 - 4 6 .  
２ ９ ） B o s m a n s  J E ,  B r o o k  O H ,  v a n  H o u t  H P ,  e t  
a l . :  C o s t  e f f e c t i v e n e s s  o f  a  p h a r m a c y - b a s e d  
c o a c h i n g  p r o g r a m m e  t o  i m p r o v e  a d h e r e n c e  t o  




                                                                                                                                        
2 0 0 7 ; 2 5 : 2 5 - 3 7 .  
３ ０ ） 鱸  伸 子 ， 柳 澤 厚 生 ， 和 田 和 子 ， 他 ： 救
命 救 急 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 向 上 の た
め の コ ー チ ン グ 実 習 の 導 入 ． 日 臨 救 医 誌  
2 0 0 6 ; 9 : 3 2 0 - 4 .  
３ １ ） 藤 本  薫 ， 島 袋 香 子 ， 高 橋 真 理 ： 育 児 生
活 の コ ー チ ン グ が 褥 婦 の 情 緒 的 側 面 に 及 ぼ す 影
響 ． 日 本 女 性 心 身 医 学 会 誌  2 0 0 6 ; 1 1 : 2 4 3 - 2 4 9 .  
３ ２ ） B r i n k m a n  W B ,  G e r a g h t y  S R ,  L a n p h e a r  B P ,  
e t  a l . :  E f f e c t  o f  m u l t i s o u r c e  f e e d b a c k  o n  
r e s i d e n t  c o m m u n i c a t i o n  s k i l l s  a n d  
p r o f e s s i o n a l i s m :  a  r a n d o m i z e d  c o n t r o l l e d  
t r i a l .  A r c h  P e d i a t r  A d o l e s c  M e d  
2 0 0 7 ; 1 6 1 : 4 4 - 9 .   
３ ３ ） Y o u n g  D ,  F u r l e r  J ,  V a l e  M ,  e t  a l . :  
P a t i e n t  E n g a g e m e n t  a n d  C o a c h i n g  f o r  H e a l t h :  
T h e  P E A C H  s t u d y  ‒  a  c l u s t e r  r a n d o m i z e d  
c o n t r o l l e d  t r i a l  u s i n g  t h e  t e l e p h o n e  t o  c o a c h  
p e o p l e  w i t h  t y p e  2  d i a b e t e s  t o  e n g a g e  w i t h  




                                                                                                                                        
p r o t o c o l .  B M C  F a m  P r a c t  2 0 0 7 ; 8 : 2 0 .  
３ ４ ） B r o d i n  N , E u r e n i u s  E , J e n s e n  I ,  e t  a l . :  
C o a c h i n g  p a t i e n t s  w i t h  e a r l y  r h e u m a t o i d  
a r t h r i t i s  t o  h e a l t h y  p h y s i c a l  a c t i v i t y :  a  
m u l t i c e n t e r ,  r a n d o m i z e d ,  c o n t r o l l e d  s t u d y .  
A r t h r i t i s  R h e u m  2 0 0 8 ; 5 9 : 3 2 5 - 3 1 .  
３ ５ ） L e v e i l l e  S G ,  H u a n g  A ,  T s a i  S B ,  e t  a l . :  
H e a l t h  c o a c h i n g  v i a  a n  i n t e r n e t  p o r t a l  f o r  
p r i m a r y  c a r e  p a t i e n t s  w i t h  c h r o n i c  
c o n d i t i o n s :  a  r a n d o m i z e d  c o n t r o l l e d  t r i a l .  
M e d  C a r e  2 0 0 9 ;  4 7 : 4 1 - 7 .   
３ ６ ） 第 一 三 共 株 式 会 社 ． D S - M e d i p a r k 医 療 従
事 者 向 け 情 報 ． 問 診 コ ー チ ン グ ．
h t t p : / / w w w . d s c - c a s t e r . i n f o / c o a c h i n g / i n d e x .
h t m l （ 2 0 0 9 年 9 月 2 6 日 閲 覧 ： 要 登 録 ）  
３ ７ ） S p r a n g e r s  M A ,  S c h w a r t z  C E :  I n t e g r a t i n g  
r e s p o n s e  s h i f t  i n t o  h e a l t h - r e l a t e d  q u a l i t y  
o f  l i f e  r e s e a r c h :  a  t h e o r e t i c a l  m o d e l .  S o c  
S c i  M e d  1 9 9 9 ; 4 8 : 1 5 0 7 - 1 5 1 5 .   
  




                                                                                                                                        
P r e c i s i o n  o f  p a t i e n t ’ s  r a t i n g  o f  
r e s i d e n t ’ s  h u m a n i s t i c  q u a l i t i e s :  h o w  m a n y  
i t e m s  a n d  p a t i e n t s  a r e  e n o u g h .  
I n : P R O C E E D I N G S  O F  T H E  T H I R D  O T T A W A  
C O N F E R E N C E  O N  A S S E S S M E N T  O F  C L I N I C A L  
C O M P E T E N C E , 1 9 9 0  
３ ９ ）  松 村 真 司 ， 大 野 毎 子 ， 尾 藤 誠 司 ， 他 ： 米
国 内 科 学 会  外 来 患 者 満 足 度 評 価 指 標
（ A B I M - P S Q ） 日 本 語 版 の 開 発 ． 平 成 1 6 年 度 政 策
科 学 研 究 報 告 書 .  2 0 0 4  
４ ０ ）特 定 非 営 利 法 人 J C A 日 本 コ ー チ 協 会 . コ ー
チ ン グ ス キ ル エ ヴ ァ リ ュ エ ー シ ョ ン シ ス テ ム
（ C S E S ） に つ い て .  
< h t t p : / / w w w . c o a c h . o r . j p / c s e s / i n d e x . h t m l > ( 2
0 0 9 年 9 月 2 7 日 閲 覧 )   
４ １ ）  鈴 鴨 よ し み ， 熊 野 宏 昭 ， 岩 谷 力 ： 視 覚 障
害 へ の 心 理 的 適 応 を 測 定 す る 尺 度 ， T h e  
N o t t i n g h a m  A d j u s t m e n t  S c a l e 日 本 語 版 の 開 発 ．
心 身 医 学  2 0 0 1 ； 4 1 ： 6 1 0 - 6 1 8 .   
４ ２ ）  福 原 俊 一 ， 鈴 鴨 よ し み ： S F - 3 6 v 2 日 本 語
版 マ ニ ュ ア ル ． N P O 健 康 医 療 評 価 研 究 機 構 ， 京




                                                                                                                                        
４ ３ ）  坂 野 雄 二 ， 前 田 基 成  編 ， セ ル フ エ フ ィ































































































重点介入群 n=19 研修介入群：n=29 対照群：n=54 
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表 3 保健師等の特性（研修後 3ヶ月時点） 
 
 
















        
年齢 46.1 9.0 45.0 10.4 41.1 8.7 0.123 
        
性別 女（人） 15 93.8 22 100.0 38 95.0 0.529 
   男（人） 1 6.3 0 0.0 2 5.0  
        
ケアマネジメント経験 














 1～2年 6 37.5 9 40.9 22 55.0  
 3 年以上 7 43.8 7 31.8 10 25.0  
        
保有資格(人)         
 保健師 4 25.0 5 22.7 6 15.0 0.614 
 看護師 14 87.5 20 90.9 38 95.0 0.610 
 ケアマネージャー 7 43.8 10 45.5 13 32.5 0.537 
 主任ケアマネージャー 0 0.0 0 0.0 1 2.5 0.618 






















        
年齢 76.5 8.3 77.9 6.5 78.3 6.4 0.231 
        
性別 女（人） 55 65.5 58 68.2 76 78.4 0.128 
   男（人） 29 34.5 27 31.8 21 21.6  
        
介護度分類       0.683 
 特定高齢者 30 35.7 32 37.6 29 29.9  
 要支援１ 14 16.7  15 17.6 17 17.5  
 要支援２ 34 40.5 35 41.2 50 51.5  
 不明 6 7.1 3 3.5 1 1  
        
BI 97.6 5.3 98.0 4.9 97.9 5.6 0.993 
        
併存疾患数 3.0 1．8 3.3 2.0 3.6 1.9 0.107 
        
独居者 25 29.8 32 37.6 46 47.4 0.051 
        
介護予防サービス利用       0.524 
 初回 38 45.2 39 45.9 50 51.5  
 ２回目 13 15.5 22 25.9 17 17.5  
 ３回目以上 12 14.3 9 10.6 13 13.4  
 不明 21 25.0 15 17.6 17 17.5  
        
介護保険サービス利用       0.615 
 あり 31 36.9 32 37.6 30 30.9  
 なし 47 56.0 49 57.6 60 61.9  
  不明 6 7.1 4 4.7 7 7.2  
        
うつ既往 あり 5  5  4  0.780 
※ BI: Berthel Index 








Q1 利用者の話をよく聞いている  0.741 
Q2 利用者が話しやすくなるような言動をとっている  0.785 
Q3 利用者には詰問でなく、自由に安心して答えられる質問をしている  0.705 
Q4 利用者が自立して介護予防のための行動をできるようにしている  0.634 
Q5 利用者が受け取りやすい内容で伝えている   0.657 
Q6 利用者の考えなどを尊重し、承認している  0.663 
Q7 専門職としての自分の外見（視線、声のトーン、姿勢、人との距離など）
に気を配っている   
0.635 
Q8 利用者からのフィードバックを受け止めている   0.613 
Q9 利用者が受け取りやすい形でリクエストや提案をしている   0.649 
Q10 利用者のタイプをつかむことができる 0.631 
Q11 利用者のタイプに合わせたコミュニケーションをしている   0.679 






表 6 因子分析の結果（利用者の行動の自発性） 
 
 因子負荷量  
質問項目 Ⅰ  
Q1 私は保健師との面談の後、明確な目標を持つことができた 0.798  
Q2 私は保健師との面談の後、目標達成に向けて行動に移すことができた 0.848  
Q3 私は、やろうと思っていたがやれてなかったことに着手した 0.833  
Q4 私は、今までとは違うやり方を試してみることができた 0.805  
   
負荷量平方和 2.698  




表 7 保健師等のコミュニケーション自己評価（差得点）の 3群比較 
 
 重点介入群 n=16 研修介入群 n=24 対照群 n=40 ANOVA 
 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 p 
        
T2-T1 1.7 3.6 0.8 4.5 2.3 7.2 0.651 
T3-T1 4.4 4.4 1.5 4.1 2.7 7.2 0.342 
T3-T2 2.8 3.5 0.4 3.5 0.5 5.3 0.194 
T3-RE 4.7 4.1 2.1 2.7 1.6 3.3 0.010 
        
        
 ※ T1 はベースライン、T2は研修終了後 1ヵ月時点、T3は研修終了後 3ヵ月時点に行った評価を表す。 
RE は T3 時点で T1を振り返って評価した得点を表す。 





表 8 保健師等の研修への満足度 
 










































































表 9 研修後 1ヶ月（T2）・研修後 3ヶ月(T3)時点の利用者評価指標 3群比較 
 
 重点介入群 n=84 研修介入群 n=85 対照群 n=97 ANOVA 
 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 p 
＜研修後 1ヶ月時点＞        
コミュニケーション満足度 36.1 6.0 36.5 6.4 36.0 6.1 0.869 
総合満足度 13.1 2.4 13.4 2.3 13.1 2.2 0.556 
行動の自発性 11.2 2.7 11.3 2.8 11.1 2.9 0.898 
自己効力感 12.4 3.4 12.3 3.0 12.6 3.3 0.789 
        
健康関連 QOL（SF-36）        
 身体機能 53.9 23.4 56.2 23.0 54.3 20.9 0.773 
 日常役割機能（身体） 58.0 24.7 57.4 25.9 53.5 24.2 0.421 
 体の痛み 51.1 22.7 58.1 23.0 51.5 21.1 0.074 
 全般的健康感 48.3 18.9 50.2 15.7 48.5 13.7 0.698 
 活力 49.5 20.5 52.8 18.4 50.4 20.4 0.552 
  社会生活機能 69.3 25.2 73.8 25.0 65.5 26.6 0.094 
 日常役割機能（精神） 62.0 26.1 63.1 29.8 61.7 25.0 0.942 
 心の健康 62.3 20.5 64.4 21.8 62.2 19.4 0.722 
＜研修後 3ヶ月時点＞ 重点介入群 n=79 研修介入群 n=79 対照群 n=88  
コミュニケーション満足度 35.2 6.2 35.6 6.1 35.6 5.7 0.872 
総合満足度 12.9 2.4 13.0 2.3 11.2 2.6 0.914 
行動の自発性 10.9 3.1 10.9 3.0 11.2 2.7 0.763 
自己効力感 12.5 3.2 12.5 3.4 13.1 3.1 0.405 
        
健康関連 QOL（SF-36）        
 身体機能 56.9 23.7 55.6 22.1 56.8 22.3 0.920 
 日常役割機能（身体） 58.3 24.8 58.6 24.8 55.1 26.2 0.622 
 体の痛み 54.0 23.2 56.6 23.5 50.3 21.2 0.245 
 全般的健康感 50.1 16.9 50.6 17.5 49.8 15.3 0.951 
 活力 53.7 20.1 52.1 21.1 51.1 19.5 0.712 
  社会生活機能 71.4 26.3 75.6 24.6 66.2 24.9 0.056 
 日常役割機能（精神） 67.0 27.6 62.3 28.0 59.7 29.4 0.265 
 心の健康 64.2 20.9 64.4 20.3 63.1 20.6 0.905 
        
※T2 調査参加者 266名、T3調査参加者246 名 
※ANOVA: Analysis of Variance（一元配置分散分析） 
 62
表 10 利用者評価指標変化量（T3-T2）の 3 群比較 
 
 重点介入群 n=77 研修介入群 n=79 対照群 n=86 ANOVA 
 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 p 
        
コミュニケーション満足度 -0.6 4.9 -0.9 5.6 -0.4 5.8 0.851 
総合満足度 -0.2 2.3 -0.4 2.7 -0.0 2.5 0.668 
行動の自発性 -0.4 2.9 -0.4 3.3 0.1 3.3 0.443 
自己効力感 -0.1 2.9 0.1 3.1 0.2 3.4 0.827 
        
健康関連 QOL（SF-36）        
 身体機能 1.5 17.5 -1.8 16.2 3.1 16.2 0.167 
 日常役割機能（身体） 0.6 23.3 -1.0 26.5 0.5 19.3 0.897 
 体の痛み 3.7 19.3 -3.0 19.4 -1.3 21.5 0.106 
 全般的健康感 0.8 12.4 0.3 15.3 1.3 13.9 0.909 
 活力 3.4 18.2 -0.5 20.0 1.4 18.8 0.428 
  社会生活機能 2.8 27.6 1.0 24.6 0.7 25.7 0.865 
 日常役割機能（精神） 4.8 29.1 -2.2 29.6 -3.2 25.0 0.169 
 心の健康 1.6 19.2 0.2 19.3 0.7 17.3 0.894 
        
※T2、T3 の両調査に参加した 242名での解析 




表 11 利用者のサービス計画に対する遂行度、主観的有用性、満足度 
 
 重点介入群 n=79 研修介入群 n=79 対照群 n=88 χ2検定 
 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ p 
計画通り遂行度       0.070 
 計画通り  63 87.5 71 97.3 78 96.3  
 変更した  8 11.1 1 1.4 3 3.7  
 途中で止めた  1 1.4 1 1.4 0 0.0  
        
主観的有用性       0.047 
 役に立っている  61 83.6 68 91.9 77 95.1  
 何ともいえない  12 16.4 6 8.1 4 4.9  
        
サービス満足度        
 とても良かった  45 59.2 43 58.1 55 67.9  
  まあまあ良かった  30 39.5 29 39.2 25 30.9  
 どちらともいえない  0 0.0 1 1.4 1 1.2  
 あまり良くなかった  1 1.3 1 1.4 0 0.0 0.699 



























●あなたの担当保健師：                  
          連絡先：                       
 
●介護予防コーチング研究事務局 
       東北大学医学系研究科肢体不自由学分野内 担当：石母田
い し も だ
 
       TEL 022-717-7338    FAX  022-717-7340 


















































































【研究事務局】 同上 介護予防コーチング研究事務局 担当：石母田




        TEL ０２２-７１７-７３３８  FAX ０２２-７１７-７３４０ 




1.男性  2.女性 
●年齢を教えてください。 
           才 
●ケアマネジメント業務の経験年数を教えてください。 
1.半年未満  2.半年～1年  3.1 年～2年  4.2 年～3年  5.3 年以上 
●保有資格とその経験年数を教えてください。 
1.保健師（  年） 2.看護師（   年） 3.ケアマネージャー（  年）      






   2007年     月     日 
問 最近の１ヶ月間の利用者さんとの面談場面を思い起こして、次にあげた各項目にお答え下さい。また、右の欄には半年前の面談場面を振り返って
お答え下さい（ア～エまでのそれぞれの質問について、一番よくあてはまる番号に○をつけて下さい）。 
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ア）利用者の話をよく聞いている  1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 
イ）利用者が話しやすくなるような言動をとっている  1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 
ウ）利用者には詰問でなく、自由に安心して答えられる質問をしている  1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 
エ）利用者が自立して介護予防のための行動をできるようにしている 1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 
オ）利用者が受け取りやすい内容で伝えている   1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 
カ）利用者の考えなどを尊重し、承認している 1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 
キ）専門職としての自分の外見（視線、声のトーン、姿勢、人との距離な
ど）に気を配っている   1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 
ク）利用者からのフィードバックを受け止めている   1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 
ケ）利用者が受け取りやすい形でリクエストや提案をしている   1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 
コ）利用者のタイプをつかむことができる 1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 
サ）利用者のタイプに合わせたコミュニケーションをしている 1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 
シ）利用者とのコミュニケーションを大切にしている  1  ……  2  ……  3  ……  4  ……  5 1 ……  2 ……  3 ……  4 ……  5 































【研究事務局】 同上 介護予防コーチング研究事務局 担当：石母田



























問１  あなたの健康状態は？（一番よくあてはまるものに;印をつけて下さい） 
最高に良い とても良い 良  い あまり 
良くない 
良くない 
     
   1    2    3    4    5 
 












     
















    
ア）激しい活動、例えば、一生けんめい走る、 
重い物を持ち上げる、激しいスポーツをするなど ..........  1 ............  2 ............  3 
イ）適度の活動、例えば、家や庭のそうじをする、 
１～２時間散歩するなど ....................................................  1 ............  2 ............  3 
ウ）少し重い物を持ち上げたり、運んだりする 
（例えば買い物袋など） ....................................................  1 ............  2 ............  3 
エ）階段を数階上までのぼる ...................................................  1 ............  2 ............  3 
オ）階段を１階上までのぼる ...................................................  1 ............  2 ............  3 
カ）体を前に曲げる、ひざまずく、かがむ ............................  1 ............  2 ............  3 
キ）１キロメートル以上歩く ...................................................  1 ............  2 ............  3 
ク）数百メートルくらい歩く ...................................................  1 ............  2 ............  3 
ケ）百メートルくらい歩く .......................................................  1 ............  2 ............  3 






 いつも ほとんど いつも 
ときどき まれに ぜんぜん 
ない 
      
ア）仕事やふだんの活動をする 
時間をへらした.............................  1 .............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
イ）仕事やふだんの活動が 
思ったほど、できなかった .........  1 .............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
ウ）仕事やふだんの活動の内容に 
よっては、できないものが 













 いつも ほとんど いつも 
ときどき まれに ぜんぜん 
ない 
      
ア）仕事やふだんの活動を 
する時間をへらした .....................  1 .............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
イ）仕事やふだんの活動が 
思ったほど、できなかった .........  1 .............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
ウ）仕事やふだんの活動が 
いつもほど、集中して 
































     



















      






























     






















ときどき まれに ぜんぜん 
ない 
     
   1    2    3    4    5 
 
 いつも ほとんど いつも 
ときどき まれに ぜんぜん 
ない 
      
ア）元気いっぱいでしたか ................  1.............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
イ）かなり神経質でしたか ................  1.............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
ウ）どうにもならないくらい、 
気分がおちこんでいましたか......  1.............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
エ）おちついていて、 
おだやかな気分でしたか .............  1.............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
オ）活力(エネルギー)に 
あふれていましたか .....................  1.............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
カ）おちこんで､ゆううつな 
気分でしたか ................................  1.............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
キ）疲れはてていましたか ................  1.............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
ク）楽しい気分でしたか ....................  1.............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
















      
ア）私は他の人に比べて病気に 
なりやすいと思う .........................  1 .............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
イ）私は、人並
ひ と な
みに健康である ........  1 .............  2 .............  3 .............  4 .............  5 
ウ）私の健康は､悪くなるような 
気がする ........................................  1 .............  2 .............  3 .............  4 .............  5 





問 12 次の項目について、過去 1週間のあいだの気分をあらわすのに、一番あてはまる
ものを一つ選んで;印をつけて下さい 









      ア）陽気な気持ち ........................................  0 ...........  1 ...........  2 ...........  3 ..........  4 
イ）精力がみなぎる .....................................  0 ...........  1 ...........  2 ...........  3 ..........  4 
ウ）積極的な気分だ .....................................  0 ...........  1 ...........  2 ...........  3 ..........  4 
エ）生き生きする ........................................  0 ...........  1 ...........  2 ...........  3 ..........  4 
オ）頭がさえわたる .....................................  0 ...........  1 ...........  2 ...........  3 ..........  4 
カ）元気がいっぱいだ .................................  0 ...........  1 ...........  2 ...........  3 ..........  4 
キ）心配事がなくていい気分だ .................  0 ...........  1 ...........  2 ...........  3 ..........  4 
















      ア）私は何か新しいことを学ぼうと 
するとき、最初にうまく行かないと 
すぐにやめてしまう ..............................  1 ...........  2 ...........  3 ...........  4 ..........  5 
イ）新しいことが自分には難しすぎる 
ように思えるとき、学ぼうとする 
のを避けてしまう ..................................  1 ...........  2 ...........  3 ...........  4 ..........  5 
ウ）私は、物事に失敗すればするほど 
一生懸命取り組む ..................................  1 ...........  2 ...........  3 ...........  4 ..........  5 
エ）私は、簡単にあきらめてしまう 















      ア）知っておいたほうがよいことは、 
すべてかくさずに話してくれた ................  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
イ）きちんとあいさつし、不機嫌だったり、 
失礼な態度をとったりしなかった ............  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
ウ）えらそうな話し方や子どもあつかい 
したりせず、対等に接してくれた ............  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
エ）人の話を途中でさえぎらずよく聞き、 
気をつかって質問をしてくれた ................  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
オ）一人の人間として関心を持ち、退屈そう 
なそぶりを見せたり、言うことを無視 
したりしなかった .......................................  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
カ）面談中はこれから何を、なぜするのか 
教えてくれ、検査でわかったことなど 















      キ）何かあれば遠慮せずたずねるように                      
言い、わかりやすく答えてくれた。                      
答えなかったり、一方的な説明をし                      
たりしなかった...........................................  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
ク）あなたの体の状態について、専門用語を 
使わずにわかりやすいことばで説明 
してくれた ..................................................  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
ケ）あなたの方を見て、話してくれた ...........  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
コ）ていねいに接し、面談中のあなたの 
気持ちを察してくれた。無神経で 
思いやりのない態度はとらなかった ........  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
サ）保健師は、私の体に関する心配ごとを 
わかってくれた...........................................  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
シ）保健師の面談内容や態度に満足 
している ......................................................  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
ス）保健師の専門的な判断を信頼する 
ことができる ..............................................  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
セ）家族や知人に対してこの保健師を 
すすめようと思う .......................................  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
ソ）今後また相談するときには、引き続き 
この保健師の面談を受けたいと思う ........  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
タ）私は保健師との面談の後、明確な 
目標を持つことができた ...........................  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
チ）私は保健師との面談の後、目標達成 
に向けて行動に移すことができた ............  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
ツ）私は、やろうと思っていたがやれて 
いなかったことに着手した .......................  1 .........  2 .........  3 ...........  4 ..........  5 
テ）私は、今までとは違うやり方を 
















  1 目標（                             ） 
 
  2 忘れた 
 
   
 
イ） 計画の通りにサービスを受けていますか。                   
   





   
   







1 とても良かった     2 まあまあ良かった   3 どちらともいえない 
 
4 あまり良くなかった   5 良くなかった 
 







問 16 あなたの性別は      １．男  ２．女 
 
問 17 あなたは、何年 何月生まれですか  
    
昭和・大正・明治 
 












問 19 あなたがふだん関わっている活動に○をつけて下さい。（いくつでも○印） 
1 自治会や老人会 5 友人・知人との会合 
2 習いごと 6 その他 
3 サークル活動 （             ） 
4 民間スポーツクラブ 7 特になし 
 
 
問 20 このアンケートは、どなたが記入されましたか。（１つだけ○印） 
































登録日  西暦  ２０   年    月    日 
登録番号  
判定  １．適格   ２．不適格 
 
 調査 ID Ｎｏ． .利用者イニシャル 
（姓） （名） 
 生年月日 西暦 １９       年        月        日  性別 
年齢（登録日現在）               才      １．男性      ２．女性 
分 類  1． 特定高齢者    2． 要支援者１   3． 要支援者 2 






 1．転倒骨折予防教室   2．介護予防体操教室   3．フットケア教室 
 4．口腔ケア・栄養改善教室    5．その他（                      ） 
要支援
者 
 1．訪問介護   2．訪問看護   3．訪問リハビリテーション 
 4．デイサービス    5．デイケア    6．短期入所    7．福祉用具貸与 
 8．用具購入費支給    9． 住宅改修費支給 







 1． 初回         2． 2 回目        3． 3 回目以上 
 （上記で 2．または 3．の場合、過去に利用したサービスを下欄で○） 
特定高
齢者 
 1．転倒骨折予防教室   2．介護予防体操教室   3．フットケア教室 
 4．口腔ケア・栄養改善教室    5．その他（                      ） 
要支援
者 
 1．訪問介護   2．訪問看護   3．訪問リハビリテーション 
 4．デイサービス    5．デイケア    6．短期入所    7．福祉用具貸与 
 8．用具購入費支給    9． 住宅改修費支給 
 10．その他（                      ） 
過去の介護 
保険ｻｰﾋﾞｽ利用 
 １．あり          2．なし 












      
食事 
10 自立 皿やテーブルから自力で食物を取って、食べることができる。自助具を用いても良い。食物を切り、塩や胡椒を用い、バターを塗る。妥当な時間内で終える。 
5 部分介助 何らかの介助を必要とする（食物を切り刻む、など） 








10 最小限介助 上記動作の最小限の介助または安全性のための指示や監視が一つ、あるいはそれ以上必要である。 
5 移乗の介助 自立で臥位から起き上がって腰かけられるが、以上に介助が必要である。 













5 部分介助 バランス不安定。衣服の操作、トイレットペーパーの使用に介助が必要である。 
0 全介助  
入浴 
5 自立 浴槽やシャワーの使用、スポンジで洗うこと、このすべてがどんな方法でも良いが、援助なしで可能である。 
0 全介助  
移動 
15 自立 介助や監視なしで45m以上歩ける。義肢、装具、松葉杖、杖、（車輪付歩行器を除く）歩行器の使用可。装具使用の場合、立位や座位でロック操作、着脱が可能である。 
10 部分介助 上記事項について、わずかの介助や監視があれば45m以上歩行可能である。 
5 車いす使用 歩行ができないが、自力で車椅子の操作ができる。角を曲がる、方向転換、テーブル、ベッド、トイレなどへの操作ができる。歩行可能なときは採点しない。 
0 全介助  
階段昇降 
10 自立 介助や監視なしに安全に階段の昇降ができる。手すり、杖、あるいは松葉杖の使用可。杖や松葉杖を持ったまま、昇降可能である。 
5 部分介助 上記事項について、介助や監視が必要である。 






5 部分介助 上記事項について介助を要し、少なくとも半分は自力で行え、妥当な時間内で終える。 
0 全介助  
排便自制 
10 自立 排便の自制が可能で失敗がない。脊髄損傷患者などの排便訓練後の座薬や浣腸の使用を含む。 
5 部分介助 座薬や浣腸の使用に介助を要したり、時々失敗する。 
0 全介助  
排尿自制 
10 自立 昼夜とも排尿自制が可能。自助具や尿集バッグを使用している脊髄損傷患者は装着、清掃管理が自立。 
5 部分介助 時々失敗があり、トイレへ行くことや尿器の準備が間に合わない、自助具装着でも介助を必要とする。 
0 全介助  
 
 
○をつけるところ 
